



Sur la notion merleau-pontyenne de la « structuration »
中　　敬　夫
NAKA Yukio
	 	 	 	Dans	une	note	de	 travail	pour	son	dernier	ouvrage	sur	Le	visible	et	 l’invisible,	 Merleau-
Ponty	écrit	 :	«	L’Être	c’est	 le	«	 lieu	»	où	 les	«	modes	de	conscience	»	s’inscrivent	comme	des	
structurations	de	 l’Être	 ...	et	où	 les	structurations	de	 l’Être	sont	des	modes	de	conscience.	
























・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
次的所与を基盤とした再構造化」(MS,	p.531) として、すなわち「諸構造化の再構造化」(Ibid.,	
p.534) として進展してゆく。しかもメルロ＝ポンティにとって、「知覚する精神」とは「受肉した




















・ ・ ・ ・
象するのでなければならないということ、あるいはむしろそれこそが根















































・ ・ ・ ・ ・ ・
シュタルト」(Ibid.,	p.260) である――他方では
「ゲ
・ ・ ・ ・ ・ ・
シュタルトを経験する者」を、「あらゆるゲ
・ ・ ・ ・ ・ ・
シュタルトのうちに共‐現前」しつつ、それ自身「一
つのゲ
・ ・ ・ ・ ・ ・
シュタルト」であるところの「私の身体」とみなすことによって、主観を生き延びらせても
いる。「ゲ
・ ・ ・ ・ ・ ・
シュタルト」が含むのは「或る感性的な世界への或る知覚する身体の関係」(Ibid.,	p.259)
なのである。また同書は「ゲ
・ ・ ・ ・ ・ ・
シュタルト」を「諸要素の総和《ではないもの》」とするような定義
は「反
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
対のものからの (a	contrario)」規定であって、「それ自身に従った」(Ibid.,	p.234) 定義ではな
いと〔自己〕批判する。「反





































感じていると思う」(AT Ⅰ ,	p.420	:	FA Ⅰ ,	p.791) という事例を挙げている。この経験は、「第六省察」









































・ ・ ・ ・























































































・ ・ ・ ・ ・
への開け」こそが「知覚的信憑」(Ibid.,	p.122) なのである。世界は
「肯定されている」というより「自明のもの」(Ibid.,	p.49) とされ、「世界の知覚的現前」は「肯定
と否定の手前」(Ibid.,	p.48) にある。知覚世界への接近には「全体性の前 ‐ 所有」(Ibid.,	p.65) と
いうものがあり、たとえ後から「錯覚」が判明したとしても、それは「或る別
・ ・ ・ ・ ・
の明証性」(Ibid.,	p.63)
が獲得されたからでしかない。そのさい「肯
























・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
つねんとして寂しく現れるからこ
そ小さく見え、地平線上の月は力

































































































































































・ ・ ・ ・
連続的かつ
一


















































































































のは「非連続性の原理」であり、「跳躍 (bonds) や急変 (crises) による発展」(Ibid.,	p.148) なのである。
ちょうどメルロ＝ポンティもよく参照したシェリングが、『世界年代』のなかで述べているように、



























と略記し、ローマ数字で巻数を示す。Œuvres	philosophiques,	éd.	F.	Alquié,	3	vols.,	Paris,	Garnier,	1963-73 は FA と略記し、やは
りローマ数字で巻数を示す。
　シェリングに関してはSchellings	Werke,	nach	d.	Orig.-Ausg.	in	neuer	Anordnung	hrsg.	von	M.	Schröter,	München,	Beck を用い、
Ergänzungsbände は Eb と略記してⅥは巻数を示し、Nachlaßband は Nb と略記する。
2 本稿は拙著『身体の生成』（近刊予定）のなかの、本稿と同じ題名を持つ第六章の、約 1/4 の縮小版である。
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